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大

学

一

は

じ

め

に

こ
の
研
究
に
お
い
て
あ
つ
か
う
資
料
の
範
囲
は
、

如
来
蔵
経

不
増
不
減
経

勝
鬘
経

、
そ
し
て

涅
槃
経

と
い
う
四
種
の
経

典
と
、

宝
性
論

仏
性
論

と

大
乗
起
信
論

と
い
う
三
種
の
論
典
で

１
あ
る
。
生
と
死
に
か
か
わ
る
記
述
を
精
査
し
た
う
え
で
の
議

論
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
か
か
げ
た
経
論
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
生
と
死
に
関
す
る
記
述
を
み
な
が
ら
、
表
題
に
か
か
わ
っ
て

い
さ
さ
か

察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
以
上
の
経
論
に
み
ら
れ
る
記
述
か
ら
は
、

如
来
蔵
仏
教
に
お
け
る
生
死
観

と
い
っ
た
ま
と
ま
っ
た
明
確
な
視
点
は

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
学
会
の
共
同
研
究
テ
ー
マ

仏
教
の
生
死
観

に
即
し
た
研
究
成
果
も
示
し

得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
責
め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
少
し
ば
か
り
周
辺
の
こ
と
が
ら
を
整
理
す

る
こ
と
で
、
テ
ー
マ
を

え
て
ゆ
く
手
が
か
り
、
足
が
か
り
で
も
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
一
切
衆
生
は
如
来
蔵
（
者
）
で
あ
る
（
一
切
衆
生
有
如
来
蔵
、sa

rv
a
sa
ttv
a
s ta

th
a
g
a
ta
g
a
rb
h
a
h

）（
如
来
蔵
経
）

と
い
う
主
張
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
如
来
蔵
仏
教
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
界＝

法
身
（
不
増
不
減
経
）
で
あ
り
、
如
来
蔵
に
よ
っ
て
生
死
あ
り
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（
勝
鬘
経
）
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
と
さ
ら
生
死
の
み
を
別
出
し
て
、
独
自
の
生
死
観
な
ど
を
示
す
必
要
は
な
い
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
点
で
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
研
究
を
な
し
得
な
い
と
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
で
も
反
対
に
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
特
異
な
生
死
に

関
す
る
見
方
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
十
分
に
問
題
を
整
理
し
得
た
と
い
う
自
信
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
生
と
死

を
め
ぐ
っ
て
の
記
述
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

二

生
死
と
は
（
生
死
の
す
が
た
）

ま
ず
最
初
に
、
生
死
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
記
述
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

衆
生
は
迷
界
に
輪
廻
を
し
て
種
々
の
苦
を
受
け
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
如
来
蔵
仏
教
に
お
い
て
も
い

う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
切
衆
生
…
…
輪
転
生
死
受
苦
無
量
（
如
来
蔵
経
、
大
正
一
六
・
四
五
八
中
）、
衆
生
種
々
煩
悩
長
夜
流

転
生
死
無
量
（
同
四
五
八
下
）、
一
切
衆
生
従
無
始
世
来
周
旋
六
道
往
来
三
界
於
四
生
中
輪
廻
生
死
受
苦
無
窮
（
不
増
不
減
経
、
大
正
一
六
・

四
六
六
上
）
と
い
っ
た
表
現
は
、
至
極
普
通
の
も
の
と
し
て
い
く
ら
で
も
出
あ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
生
死
の
苦
に
流
さ
れ
、

生
死
の
苦
を
受
け
る
存
在
、
そ
れ
が
衆
生
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
す
が
た
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

輪
転

と
か

輪
廻

の
語
が
な
か
に
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
生
死
の
苦
は
何
度
で
も
く
り
返
さ
れ
る
の
で
、
一
回
か
ぎ
り
の
生
と
か
死
と
い
う
観
念
も
な

い
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

涅

２
槃
経

を
ひ
も
と
け
ば
、
長
編
の
経
典
で
あ
る
だ
け
に
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
死
の
苦
悩
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
生
死
の
苦
を

大
海

熾
火

過
患

大
河

曠
野

縄

等
々
に
喩
え
ら
れ
た
り
も
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
生
死
の
あ
り
方
は
、
論
書
に
お
い
て
も
同
断
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
後
説
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
厭
い
離
れ
る
こ
と
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を
説
く
こ
と
に
主
眼
が
移
っ
て
ゆ
く
の
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
の
長
大
な

生
死
苦

を
認
め
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
点
で
は
変

わ
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
無
始
世
生
死
波
流
転
五
道
（
宝
性
論
、
大
正
三
一
・
八
一
九
上
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、
随
生
死
流
漂
没
六
道

無
始
輪
転
我
説
名
衆
生
界
（
仏
性
論
、
大
正
三
一
・
八
〇
六
中
）
と
も
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
乗
起
信
論

で
は
、

生
死
苦

生

死
染
法

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
生
死
の
苦
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
生
死
と
は
苦
の
世
界
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
無
条
件
に
肯
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
出
世
間
を
指
向
し
た
仏
教
か

ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
か
ら

出
離
す
べ
き
も
の

と
し
て
生
死
が
あ
り
、
私
た
ち
の
現
実
世
界
も
、
否
定
さ
れ
出
離
す

べ
き
も
の
と
し
て

え
ら
れ
て
い
る
、
と
ひ
と
ま
ず
は
前
提
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
如
来
蔵
仏
教
に
お
い
て
も
こ
の
点
は
変
わ
り
が

な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、

大
乗
起
信
論

に
は
、

四
者
聞
修
多
羅
説
一
切
世
間
生
死
染
法
皆
依
如
来
蔵
而
有
、
一
切
諸
法
不
離
真
如

四
に
は
修
多
羅
に
、
一
切
世
間
の
生
死
の
染
法
は
皆
如
来
蔵
に
依
り
て
有
な
れ
ば
、
一
切
諸
法
は
真
如
を
離
れ
ず
、
と
説
く
を
聞
き
て
）（
大

正
三
二
・
五
八
〇
上
）

五
者
聞
修
多
羅
説
依
如
来
蔵
故
有
生
死
依
如
来
蔵
故
得
涅
槃

五
に
は
修
多
羅
に
、
如
来
蔵
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
生
死
有
り
、
如
来
蔵
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
涅
槃
を
得
、
と
説
く
を
聞
き
て
）（
同
右
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
生
死
は
（
反
対
の
概
念
で
あ
る
涅
槃
も
同
様
に
で
あ
る
が
）、

如
来
蔵

に
も
と
づ
い
て
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い

る
。
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
必
要
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は

勝
鬘
経

の

世
尊
生
死
者
依
如
来
蔵
。
以
如
来
蔵
故
説
本
際
不
可
知
。
世
尊
有
如
来
蔵
故
説
生
死
是
名
善
説
。
…
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世
尊
若
無
如
来
蔵
者
不
得
厭
苦
楽
求
涅
槃
。（
大
正
一
二
・
二
二
二
中
）

と
い
う
記
述
に
よ
っ
た
主
張
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
修
多
羅
と
は

勝
鬘
経

に
他
な
ら
な
い
。
事
実
、

宝
性
論

で
は
、

は
っ
き
り
と

勝
鬘
経

と
経
名
を
あ
げ
て
引
用
し
た
う
え
で
、
同
様
の
主
張
が
な
さ
れ
て

３
い
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
生
死
の
染
法
は
如
来
蔵
に
よ
る
と
い
い
、
生
死
も
涅
槃
も
と
も
に
如
来
蔵
に
よ
っ
て
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
如
来
蔵
仏
教
と
し
て
独
自
な
主
張
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
生
死
は
苦
で
あ
っ
て
、
怖
畏
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
し
て
も
そ
の
生
死
が
如
来
蔵
に
よ
っ
て
あ
る
と
す
れ
ば
、
た
だ
苦
で
あ
る
に
止
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
ゆ
え
、
つ
ぎ
に
生
死
の
意
義
と
い
っ
た
も
の
に

え
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

生

死

の

意

義

生
死
の
意
味
あ
い
に
つ
い
て

え
る
に
あ
た
り
、

涅
槃
経

に
散
説
さ
れ
て
い
る
字
句
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、

無
我
者
名
為
生
死

（
大
正
一
二
・
三
七
七
下
）、

無
我
者
即
是
生
死

（
同
五
二
三
中
）、

生
死
流
転
猶
如
幻
化

（
同
四
〇
六
下
）、

空
者
一
切
生
死

（
同
五

二
三
中
）、

生
死
無
常
謬
見

（
同
五
二
三
下
）
等
が
得
ら
れ
た
。
常
楽
我
浄
の
四
徳
波
羅
蜜
を
説
く

涅
槃
経

的
な
生
死
観
と
い
え
よ

う
か
。
生
死
の
世
界
が
、
無
我
で
あ
り
幻
化
で
あ
り
空
で
あ
り
無
常
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
格
別
に
変
わ
っ
た
説
で
も
何
で
も
な

い
が
、
無
我
こ
そ
が
生
死
で
あ
る
と
か
、
生
死
は
幻
化
で
し
か
な
い
と
か
、
生
死
無
常
は
謬
見
で
あ
る
と
か
い
う
の
は
、
だ
い
ぶ
ん
と
特

異
な
見
方
と
い
え
よ
う
。
右
の
句
が
出
て
い
る
文
脈
を
無
視
し
て
の
言
で
あ
る
が
、
無
我
、
空
、
無
常
こ
そ
が
顚
倒
の
見
で
あ
る
と
主
張

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
て
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
み
う
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
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生
死
本
際
凡
有
二
種
。
一
者
無
明
二
者
有
愛
、
是
二
中
間
則
有
生
老
病
死
之
苦
。
是
名
中
道
、
如
是
中
道
能
破
生
死
故
名
為
中
、
以

是
義
故
中
道
之
法
名
為
仏
性
。（
同
五
二
三
下
）

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
死
の
本
際
は
無
明
あ
る
い
は
有
愛
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
生
死
老
病
の
苦
の
も
と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
ま
で
は
通
常
の
仏
教
の
思
想
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
中
道
（
仏
性
）
に
よ
っ
て
破
せ
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

涅
槃
経

で
強
調
さ
れ
る
仏
性
を
説
明
し
て
、
中
道
で
も
っ
て
仏
性
を
語
る
の
は
、
極
め
て

涅
槃
経

的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
が
、
前
項
に
言
及
し
た

如
来
蔵
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
生
死
有
り

と
い
う
主
張
の

涅
槃
経

的
な
説
明
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
あ
え
て
単
純
な
結
論
を
求
め
れ
ば
、
常
楽
我
浄
た
る
涅
槃
（
真
如
・
仏
性
）
か
ら
み
て
、
生
死
は
本
質
的
な
も

の
で
は
な
く
、
厭
い
捨
て
去
る
べ
き
も
の
で
し
か
な
い
し
、
仏
性
に
よ
っ
て
確
実
に
（
い
と
も
簡
単
に
）
捨
て
去
ら
れ
る
、
と

え
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

捨
て
去
る
べ
き
も
の

と
い
う
点
は
、
通
仏
教
の
主
張
に
異
な
ら
な
い
と
も
い
え
る
が
、
で
も
、
こ
の
生
死
を

恐
れ
る
に
は
お
よ
ば
な
い
、
か
よ
う
に
真
如
の
裏
打
ち
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
の
も
の
は
や
が
て
捨
て
ら
れ
て
、
真
実
に
向
か
う
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
と
い
っ
た
楽
観
論
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

宝
性
論

は
、

不
増
不
減
経

の
、

利
弗
、
即
此
法
身
過
於
恒
沙
無
辺
煩
悩
所
纒
、
従
無
始
世
来
随
順
世
間
波
浪
漂
流
往
来
生
死
、
名
為
衆
生
。（
大
正
一
六
・
四
六
七

中
）

と
い
う
表
現
を
教
証
と
し
て
出
し
て
、
そ
の
上
で
不
浄
時
の

４
衆
生
た
る
凡
夫
の
す
が
た
を
語
っ
て
い
る
。
や
は
り

不
増
不
減
経

の

利
弗
、
不
離
衆
生
界
有
法
身
、
不
離
法
身
有
衆
生
界
。
衆
生
界
即
法
身
法
身
即
衆
生
界
。

利
弗
此
二
法
者
義
一
名
異
。（
同
右
）
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と
い
う
記
述
を
示
し
た
上
で
の
言
及
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
絶
対
的
な
生
死
の
本
質
と
は

言
い
が
た
い
が
、
表
面
的
な
あ
り
方
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

如
一
切
世
間
依
虚
空
生
滅
、
依
於
無
漏
界
有
諸
根
生
滅
。
火
不
焼
虚
空
。
若
焼
無
是
処
如
是
老
病
死
不
能
焼
仏
性
。
地
依
於
水
住
水

復
依
於
風
風
依
於
虚
空
空
不
依
地
等
。
如
是
陰
界
根
住
煩
悩
業
中
、
諸
煩
悩
業
等
住
不
善
思
惟
、
不
善
思
惟
行
住
清
浄
心
中
、
自
性

清
浄
心
不
住
彼
諸
法
。
陰
入
界
如
地
煩
悩
業
如
水
不
正
念
如
風
浄
心
界
如
空
。
依
性
起
邪
念
念
起
煩
悩
業
。
依
因
煩
悩
業
能
起
陰
入

界
。
依
止
於
五
陰
界
入
等
諸
法
有
諸
根
生
滅
。
如
世
界
成
壊
。（
大
正
三
一
・
八
三
二
下
。
原
文
は
五
字
句
の

頌
）

一
切
の
世
間
は
虚
空
に
依
り
て
生
滅
す
る
が
ご
と
く
、
無
漏
界
に
依
り
て
諸
根
の
生
滅
有
り
。
火
は
虚
空
を
焼
か
ず
。
焼
に
是
の
処
り
無
き

が
ご
と
く
、
是
の
ご
と
く
老
病
死
も
仏
性
を
焼
く
あ
た
は
ず
。
地
は
水
に
依
り
て
住
し
水
ま
た
風
に
依
り
風
は
虚
空
に
依
る
も
、
空
は
地
等
に

依
ら
ず
。
是
の
ご
と
く
陰
界
根
は
煩
悩
業
中
に
住
し
、
諸
の
煩
悩
業
等
は
不
善
思
惟
に
住
し
、
不
善
思
惟
の
行
は
清
浄
心
中
に
住
す
る
も
、
自

性
清
浄
心
は
彼
の
諸
法
に
住
せ
ず
。
陰
入
界
は
地
の
ご
と
く
、
煩
悩
業
は
水
の
ご
と
く
、
不
正
念
は
風
の
ご
と
く
、
浄
心
界
は
空
の
ご
と
し
。

性
に
依
り
て
邪
念
起
こ
り
、
念
は
煩
悩
業
を
起
こ
す
。
煩
悩
業
に
依
因
し
て
よ
く
陰
入
界
起
こ
る
。
五
陰
界
入
等
の
諸
法
に
依
止
し
て
諸
根
の

生
滅
す
る
有
り
。
世
界
の
成
壊
の
ご
と
し
）

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
く
わ
し
い
解
釈
は
省
く
が
、

根
の
生
滅

老
病
死

陰
界
根
（
陰
入
界
）

煩
悩
業

不
善
思
惟

世

界
の
成
壊

等
の
語
に
、
客
塵
煩
悩
の
過
の
す
が
た
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
辺
煩
悩
所
纒

と
か

随
順
世
間
波
浪
漂
流
往

来
生
死

と
か
い
わ
れ
た
生
死
が
、
こ
う
い
う
言
葉
で
も
っ
て
表
現
し
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
文
中
に
も
出
て
い
る
ご

と
く
、

仏
性

や

自
性
清
浄
心

が
基
礎
に
あ
っ
て
成
り
立
つ
生
死
の
あ
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
ま
と
め
て
長
行
の
釈
で

宝
性
論

は
、
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如
是
依
邪
念
風
災
業
行
煩
悩
水
災
老
病
死
等
火
災
吹
浸
焼
壊
陰
入
界
世
間
而
、
自
性
清
浄
心
虚
空
常
住
不
壊
。（
同
八
三
三
上
）

是
の
ご
と
く
、
邪
念
の
風
災
と
業
行
煩
悩
の
水
災
と
老
病
死
等
の
火
災
に
依
り
て
陰
入
界
の
世
間
を
吹
浸
し
焼
壊
す
れ
ど
も
、
自
性
清
浄
心

の
虚
空
は
常
住
に
し
て
不
壊
な
り
）

と
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
死
と
は
、

邪
念
と
業
行
煩
悩
と
老
病
死
等
が
陰
入
界
の
世
間
を
吹
浸
し
焼
壊
す
る
あ
り
方

と
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
は
、
格
別
奇
異
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
を
述
べ
た
の
ち
に

さ
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
あ
く
ま
で
表
面

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
お
お
も
と
の
法
界
た
る
如
来
蔵
は
不
生
不
滅
で
あ
り
、
不
変
異
で
あ
る

と
主
張
す
る
の
が
如
来
蔵
仏
教
の
一
つ
の

特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

宝
性
論

は
こ
の
不
浄
時
の
衆
生
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ま
た

勝
鬘
経

の
記
述
、

如
来
蔵
世
間
言
説
故
有
死
有
生
。
死
者
謂
根
壊
生
者
新
諸
根
起
、
非
如
来
蔵
有
生
有
死
。（
大
正
一
二
・
二
二
二
中
）

を
引
い
て
、
世
間
言
説
（

宝
性
論

の
引
文
で
は
世
諦
）
上
で
の
み
生
死
有
り
と
お
さ
め
て

５
い
る
。

死
者
謂
根
壊
生
者
新
諸
根
起

と
い

う
、
肉
体
的
な
生
死
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
が
、

宝
性
論

で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
や
新
た
な
受
け
と
め
方
な
ど
は
何
も
な

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
生
死
の
苦
を
厭
い
捨
て
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

不
増
不
減
経

に
は
、

利
弗
即
此
法
身
厭
離
世
間
生
死
苦
悩
、
棄
捨
一
切
諸
有
、
欲
求
行
十
波
羅
蜜
摂
八
万
四
千
法
門
修
菩
提
行
、
名
為
菩
薩
。（
大
正

一
六
・
四
六
七
中
）

と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
厭
離
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
仏
道
修
行
が
始
ま
る
と
い
い
、
そ
の
存
在
を
菩
薩
と
い
う
名
で
語
っ
て
い
る
。

宝
性
論

は
こ
の
浄
不
浄
時
の
菩
薩
を
語
る
に
あ
た
り
、
こ
の

不
増
不
減
経

の
文
を
引
き
つ
つ
、
菩
薩
は
、
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依
慈
悲
力
故
、
示
現
生
老
病
死
而
遠
離
生
等
。（
大
正
三
一
・
八
三
三
下
）

依
大
悲
力
現
於
三
界
、
示
現
生
示
現
老
示
現
病
示
現
死
而
、
彼
無
有
生
老
病
死
諸
苦
等
法
。（
同
右
）

と
い
う
よ
う
に
、
生
死
を
遠
離
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
あ
る
い
は
、
生
老
病
死
の
状
態
を
示
し
は
す
る
が
そ
れ
か
ら
苦
を
受
け
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
文
に

依
慈
悲
力

依
大
悲
力

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
仏
道
を
歩
み
向
上
し
て
ゆ
く
存
在

と
し
て
の
菩
薩
と
い
う
よ
り
、
菩
薩
の
姿
を
現
じ
て
衆
生
救
済
に
あ
た
る
菩
薩
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
の
で
、
厭
離
の
観
点
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
…
…
。

ま
た

仏
性
論

に
は
、

此
清
浄
性
事
能
有
二
。
一
於
生
死
苦
中
能
生
厭
離
。
二
於
涅
槃
欲
求
楽
願
。
若
無
清
浄
之
性
、
如
是
二
事
則
不
得
成
。（
大
正
三

一
・
七
九
九
下
）

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
、

清
浄
の
性

に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
生
死
を
厭
離
す
る
こ
こ
ろ
、
涅
槃
を
欲
求
す
る
こ
こ
ろ
が
生
じ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

仏
性
論

で
も
、
直
後
に

経
中
に

と
い
う
だ
け
で
、
経
名
を
明
示
し

て
は
い
な
い
が
、
生
死
も
涅
槃
も
如
来
蔵
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
、
先
の

勝
鬘
経

の
文
を
引
い
て
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
生
死
の
裏
に
は
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
な
い
如
来
蔵
の
存
在
を
認
め
て
、
そ
の
上
で
生
死
を
議
論
し
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
こ
れ
が

大
乗
起
信
論

に
な
る
と
よ
り
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
前
項
に
出
し
た
と
お
り
、
本
論
は

如
来
蔵
に
依
る
が
ゆ
ゑ

に
生
死
有
り
、
如
来
蔵
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
涅
槃
を
得

と
い
う

勝
鬘
経

の
説
を
土
台
に
お
い
た
上
で
論
を
進
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

生
死
の
苦
を
厭
う
こ
と

も

無
上
道
に
趣
向
す
る

す
な
わ
ち

修
行
を
し
て
涅
槃
を
楽
求
す
る

の
も
、
す
べ
て
は
如
来
蔵
が
あ

れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
は
た
ら
き
を
、

習

と
い
う
特
殊
な
語
で
語
っ
て

６
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

大
乗
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起
信
論

に
お
け
る

習
説
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
解
説
は
、
い
ま
は
省
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

云
何

習
起
浄
法
不
断
。
所
謂
以
有
真
如
法
故
能

習
無
明
、
以

習
因
縁
力
故
則
令
妄
心
厭
生
死
苦
楽
求
涅
槃
。（
大
正
三
二
・
五

七
八
中
）

一
者
分
別
事
識

習
。
依
諸
凡
夫
二
乗
人
等
厭
生
死
苦
随
力
所
能
以
漸
趣
向
無
上
道
故
。
二
者
意

習
。
謂
諸
菩
薩
発
心
勇
猛
速
趣

涅
槃
故
。（
同
右
）

依
此
二
義
恒
常

習
以
有
力
故
能
令
衆
生
厭
生
死
苦
楽
求
涅
槃
自
信
己
身
有
真
如
法
発
心
修
行
。（
同
右
）

若
雖
有
外
縁
之
力
而
内
浄
法
未
有

習
力
者
、
亦
不
能
究
竟
厭
生
死
苦
楽
求
涅
槃
。（
同
五
七
八
下
）

と
い
っ
た
記
述
に
よ
れ
ば
、
各
種
の

習
の
力
に
よ
っ
て
、
涅
槃
に
趣
く
た
め
に
発
心
し
修
行
し
て
、
仏
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
引
文
の
な
か
に
は
如
来
蔵
の
語
は
出
て
い
な
い
が
、
こ
の

習
の
お
お
も
と
に
如
来
蔵
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な

い
と
こ
ろ
。
生
死
の
世
界
そ
れ
自
体
で
は
格
別
意
味
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
（
仮
の
世
界
で
し
か
な
い
が
）、
如
来
蔵
に
裏

打
ち
さ
れ
て
、
涅
槃
へ
指
向
す
る
場
と
し
て
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
生
死
の
意
義
が

え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

願
う
べ
き
生
死
（
無
住
処
涅
槃
）

こ
う
し
た
厭
い
捨
て
ら
れ
る
は
ず
の
生
死
が
、
願
い
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
菩
薩
が
衆
生
教
化
の
場
所
と
し
て
現
ず
る
も
の
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る

無
住
処
涅
槃

と
称
せ
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
。
少
し
ば
か
り
こ
こ
で
の

察
対
象
か
ら
は
焦
点
が
ず
れ
る
よ
う
な
気
も

す
る
が
、
如
来
蔵
仏
教
に
は
特
徴
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
と

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
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宝
性
論

は
、
浄
不
浄
時
の
菩
薩
に
つ
い
て
、

菩
薩
如
是
知

得
離
於
生
死

憐
愍
衆
生
故

示
現
有
生
滅
（
大
正
三
一
・
八
三
三
中
）

と

頌
に
て
示
し
た
う
え
で
、
前
項
に
原
文
を
出
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

慈
悲
の
力
に
依
る
が
ゆ
ゑ
に
生
老
病
死
を
示
現
す
れ
ど
も
生

等
を
遠
離
す

と
語
り
、
ま
た

大
悲
力
に
依
り
て
三
界
に
現
ず
る
を
も
っ
て
、
生
を
示
現
し
老
を
示
現
し
病
を
示
現
し
死
を
示
現
す
れ

ど
も
、
彼
に
は
生
老
病
死
の

苦
等
の
法
有
る
こ
と
無
し

と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
今
の

大
集
経

海
慧
菩
薩
品
と
さ
れ
て

い
る

大
海
慧
菩
薩
経

な
る
経
を
引
き
、

自
在
心
を
も
っ
て
三
界
に
現
生
す
る
は
彼
の

の
衆
生
を
教
化
せ
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
な
り

等
の
句
を
示
す
。
そ
の
う
え
で
、

如
是
菩
薩
即
得
生
於
大
悲
之
心
。
為
救
一
切
諸
衆
生
故
、
現
前
無
漏
智
通
而
廻
転
不
取
寂
滅
涅
槃
。
以
為
教
化
諸
衆
生
故
、
廻
取
世

間
乃
至
示
現
凡
夫
人
地
。（
大
正
三
一
・
八
三
四
下
）

是
の
ご
と
く
菩
薩
は
す
な
は
ち
大
悲
の
心
を
生
ず
る
こ
と
を
得
。
一
切
の
諸
の
衆
生
を
救
は
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
無
漏
智
通
を
現
前
す
れ

ど
も
廻
転
し
て
寂
滅
涅
槃
を
取
ら
ざ
る
な
り
。
諸
の
衆
生
を
教
化
せ
ん
と
為
す
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
廻
し
て
世
間
を
取
り
な
い
し
凡
夫
人
の

地
に
示
現
す
る
な
り
）

と
述
べ
て
ま
と
め
て
い
る
。
無
住
処
涅
槃
と
い
う
後
世
の
熟
語
と
し
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

勝
鬘
経

（
大
正
一
二
・
二
二
一
中
）

を
引
く
か
た
ち
で
、

世
尊
よ
、
有
為
の
世
間
有
り
、
無
為
の
世
間
有
り
。
世
尊
よ
、
有
為
の
涅
槃
有
り
、
無
為
の
涅
槃
有
り

と
語

７
っ
た
う
え
で
の
言
及
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
無
住
処
の
境
地
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
は
、
衆
生
教

化
の
舞
台
と
し
て
生
死
の
世
界
に
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
り
、
生
死
は
、
か
か
る
菩
薩
の
活
動
の
場
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
無
住
処
の
観
念
は

仏
性
論

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

由
大
悲
不
捨
生
死

（
大
正
三
一
・
七
八
七
中
）
や

雖
行
生
死
而
不
染
雖
行
涅
槃
亦
非
浄

（
同
七
九
七
下
）、
あ
る
い
は

生
死
涅
槃

平
等

（
同
七
九
九
中
）
等
の
句
に
、
こ
の
こ
こ
ろ
が
窺
え
る
し
、

由
此
如
実
法
界
道
理
門
故
、
即
是
涅
槃
即
是
生
死
不
可
分
別
。
即
是
得
入
不
二
法
門
亦
不
一
不
二
住
無
住
処
故
。
由
滅
諸
惑
不
住
生

死
、
由
本
願
故
不
住
涅
槃
。
由
般
若
故
諸
惑
得
滅
、
由
大
悲
故
本
願
得
成
。（
同
七
九
九
下
）

此
の
如
実
法
界
の
道
理
門
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
是
れ
涅
槃
す
な
は
ち
是
れ
生
死
と
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
す
な
は
ち
是
れ
不
二
法
門

に
入
る
を
得
た
れ
ば
ま
た
一
に
も
あ
ら
ず
二
に
も
あ
ら
ず
無
住
処
に
住
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

惑
を
滅
す
る
に
よ
り
て
生
死
に
住
せ
ず
、
本
願

に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
涅
槃
に
も
住
せ
ず
。
般
若
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に

惑
滅
す
る
こ
と
を
得
、
大
悲
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
本
願
成
ず
る
こ
と
を
得
る
な

り
）

と
い
う
表
現
を
み
れ
ば
、
な
お
一
層
明
確
で
あ
ろ
う
。

不
住
生
死

不
住
涅
槃

と
あ
り
、

無
住
処

の
語
も
出
て
い
る
。

さ
ら
に

大
乗
起
信
論

を
み
て
み
る
と
、

一
者
行
根
本
方
便
。
謂
観
一
切
法
自
性
無
生
離
於
妄
見
不
住
生
死
、
観
一
切
法
因
縁
和
合
業
果
不
失
、
起
於
大
悲
修
諸
福
徳
摂
化
衆

生
不
住
涅
槃
。
以
随
順
法
性
無
住
故
。（
大
正
三
二
・
五
八
〇
下
）

と
し
て
、
信
成
就
発
心
を
し
た
菩
薩
に
つ
い
て

不
住
生
死

不
住
涅
槃

が
語
ら
れ
て

８
い
る
。

く
わ
し
く

論
の
構
成
を

察
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
全
同
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
身＝

衆
生
界＝

如
来

蔵
と
い
う
等
式
を
認
め
た
う
え
で
、
衆
生
を
、
凡
夫
・
菩
薩
・
仏
の
三
種
に
分
け
た
場
合
、
そ
の
中
の
菩
薩
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の

が

宝
性
論

で
あ
る
。
大
常
波
羅
蜜
に
住
す
る
法
身
の
功
徳
、
つ
ま
り
仏
の
功
徳
と
し
て
の
あ
り
方
を
も
っ
て
説
い
て
い
る
の
が

仏
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性
論

で
あ
る
。

大
乗
起
信
論

に
お
い
て
は
、
菩
薩
道
を
歩
み
は
じ
め
た
修
行
者
の
心
構
え
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、

願
っ
て
迷
界
に
す
が
た
を
示
す
菩
薩
に
つ
い
て
い
う
の
か
、
生
死
に
浮
沈
し
つ
つ
そ
の
境
遇
を
の
り
こ
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
語
っ
て
い

る
の
か
等
々
、
相
違
が
多
々
あ
っ
て
、
仏
あ
る
い
は
菩
薩
の
無
住
処
涅
槃
の
境
地
と
い
っ
た
単
純
な
ま
と
め
に
は
な
じ
ま
な
い
。

い
ま
こ
こ
に
認
め
う
る
こ
と
は
、
最
低
限
の
こ
と
で
、
生
死
の
中
に
あ
っ
て
、
生
死
に
染
せ
ら
れ
な
い
生
き
方
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
い
わ
ば

無
住
処

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
、
生
死
と
い
う
も
の
の
と
ら
え
か
た
を
私
た
ち
に
暗
示
す

る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

大
乗
起
信
論

に
み
る
不
覚
の
具
体
相
と
そ
の
転
換

大
乗
起
信
論

に
本
覚
・
始
覚
・
不
覚
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
不
覚
を
語
っ
て
、
こ
の
論
は
、
無

明
業
相
・
能
見
相
・
境
界
相
、
智
相
・
相
続
相
・
執
取
相
・
計
名
字
相
・
起
業
相
・
業
繫
苦
相
と
い
う
い
わ
ゆ
る
三
細
・
六
麁
説
を
い
い
、

ま
た

生
滅
の
因
縁

と
し
て
言
葉
を
か
え
て
、

意
と
意
識
の
転

と
し
て
、
業
識
・
転
識
・
現
識
・
智
識
・
相
続
識
と
い
う
も
の
を

語
っ
て
い
る
。
そ
の
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
、

是
故
三
界
虚
偽
唯
心
所
作
。
離
心
則
無
六
塵
境
界
。
此
義
云
何
。
以
一
切
法
皆
従
心
起
妄
念
而
生
、
一
切
分
別
即
分
別
自
心
。
心
不

見
心
無
相
可
得
。
当
知
、
世
間
一
切
境
界
皆
依
衆
生
無
明
妄
心
而
得
住
持
。
是
故
一
切
法
如
鏡
中
像
無
体
可
得
、
唯
心
虚
妄
。
以
心

生
則
種
種
法
生
心
滅
則
種
種
法
滅
故
。（
大
正
三
二
・
五
七
七
中
）

是
の
ゆ
ゑ
に
三
界
は
虚
偽
に
し
て
唯
心
の
所
作
な
り
。
心
を
離
る
れ
ば
す
な
は
ち
六
塵
の
境
界
無
け
れ
ば
な
り
。
此
の
義
云
何
。
一
切
の
法

は
皆
心
よ
り
起
り
妄
念
し
て
生
ず
る
を
以
て
、
一
切
の
分
別
は
す
な
は
ち
自
心
を
分
別
す
る
な
り
。
心
の
心
を
見
ざ
れ
ば
相
の
得
べ
き
も
の
無
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し
。
当
に
知
る
べ
し
、
世
間
の
一
切
の
境
界
は
皆
衆
生
の
無
明
妄
心
に
依
り
て
住
持
す
る
こ
と
を
得
た
り
、
と
。
是
の
ゆ
ゑ
に
一
切
の
法
は
鏡

中
の
像
の
体
と
し
て
得
べ
き
も
の
無
き
が
ご
と
く
、
た
だ
心
の
み
の
も
の
に
し
て
虚
妄
な
り
。
心
生
ず
れ
ば
す
な
は
ち
種
々
の
法
生
じ
心
滅
す

れ
ば
す
な
は
ち
種
々
の
法
滅
す
る
を
以
て
の
ゆ
ゑ
な
り
）

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
言
で
い
え
ば
、
無
明
に
も
と
づ
く
私
た
ち
の
妄
念
あ
る
い
は
日
常
の
分
別
認
識
の
活
動

こ
そ
が
不
覚
の
す
が
た
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う

六
塵
の
境
界

一
切
の
法

一
切
の
分
別

無
明
妄
心

心
の
み
の
も

の
に
し
て
虚
妄

な
る
も
の
が
、
そ
の
有
り
様
で
あ
り
、
生
死
の
中
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
か
ら
、
前
項
に
す
で
に
示
し
た
と
お
り
、

観
一
切
法
自
性
無
生
離
於
妄
見
不
住
生
死
。（
同
五
八
〇
下
）

一
切
法
の
自
性
は
無
生
な
り
と
観
じ
て
妄
見
を
離
る
れ
ば
生
死
に
も
住
せ
ず
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

大
乗
起
信
論

で
は
、
こ
の
生
死
の
も
と
は
阿
梨
耶
識
・
無
明
・
妄
念
（
い
ま
い
う
と
こ
ろ
の
妄
見
）

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
断
ず
る
こ
と
が
生
死
を
こ
え
る
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

本
論
の

修
行
信
心
分

は
、
い
ま
だ
正
定
に
入
ら
ざ
る
衆
生
に
信
を
勧
め
、
修
行
を
教
え
て
い
る
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
専
心
に

三
昧
を
修
す
べ
し
と
し
て
、

精
勤
し
て
専
心
に
此
の
三
昧
を
修
学
す
れ
ば
現
世
に
ま
さ
に
十
種
の

９
利
益
を
得
べ
し

と
語
っ
て
い
る
。

そ
の
利
益
の
一
つ
に
、

七
者
遠
離
憂
悔
於
生
死
中
勇
猛
不
怯
。

七
に
は
憂
悔
を
遠
離
し
て
生
死
中
に
於
て
勇
猛
に
し
て
怯
な
ら
ず
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
一
つ
の
利
益
だ
け
で
い
う
わ
け
で
も
な
い
が
、
こ
こ
に
い
う

憂
悔
を
遠
離
し
て

と
い
う
表
現
を
、
先
の
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妄
念
を
断
じ
て
い
る
こ
と
だ
と
う
け
と
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
あ
る
い
は

生
死
を
こ
え
る

と
い
う
こ
と
が
、

生

死
中
に
於
て
勇
猛
に
し
て
怯
な
ら
ず

の
状
態
を
意
味
し
て
い
る
と

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
れ
以
上
の
く
わ
し
い
論
述
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
あ
と
は
論
者
の
思
い
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
生
死
に
あ
っ
て
生

死
に
染
ま
ら
な
い
あ
り
方
が

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
前
項
に
問
題
に
し
た
無
住
処
涅
槃
的
境
地
も

え
に
含
め
て
、
結
局
、
生

死
の
あ
り
方
の
質
的
転
換
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
生
死
は
、
残
念
な
が
ら
そ
の
ま
ま
で
は
価
値
が
あ
る
と
は
言
い
が

た
い
。
し
か
し
、
そ
の
本
質
を
十
分
に
知
っ
て
、
そ
こ
を
活
動
の
舞
台
に
す
る
こ
と
が
生
死
を
脱
す
る
こ
と
だ
し
、
生
死
を
転
換
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
か
。

六

ま

と

め

こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
歯
切
れ
の
よ
い
論
述
で
は
な
か
っ
た
が
、
生
死
を
め
ぐ
っ
て
の
記
述
を

察
し
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
は
じ

め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
即
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
の
で
、
ま
と
め
を
し
て
、
論
旨
の
通
っ
た
も
の
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
方
向
性
を
も
っ
た
も
の
に
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

生
死
の
問
題
が
仏
教
の
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
自
体
が
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
て
仏
教
の
体
系
の
う
え
で
ど
う

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
こ
う
い
う
点
に
関
し
て
は
、
本
研
究
の
範
囲
で
は
格
別
の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

な
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
論
者
の

察
に
お
い
て
は
見
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
生
死
あ
る
い
は
生
老
病
死
を
苦
と
と
ら
え
る

視
点
は
、
資
料
を
限
定
し
た
う
え
で
の
如
来
蔵
仏
教
で
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
れ
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
第
二
項
に
お
け
る
最
初
の

論
点
と
し
て
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
苦
を
徹
底
的
に
見
つ
め
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
そ
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れ
は
十
分
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
苦
を
超
克
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
苦
を
直
視
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
の
が
仏
教
で
あ
る
。

こ
の
長
い
長
い
歴
史
に
の
っ
て
登
場
し
た
の
が
如
来
蔵
仏
教
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
仏
教
者
の
営
為
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
如
来
蔵
仏
教

の
生
死
苦
観
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
今
さ
ら
特
別
の
議
論
を
必
要
と
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
生
死
の
染
法
も
、
如
来
蔵
に
よ
っ
て
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
は
、
如
来
蔵
仏
教
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
苦
の
本
質
に
か
か

わ
っ
て
、
世
間
の
現
象
法
も
出
世
間
の
も
の
も
、
す
べ
て
は
如
来
蔵
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
、
こ
れ
は
少
し
ば
か
り
特

異
で
あ
り
、
苦
の
超
克
に
関
し
て
楽
観
的
な
観
点
を
付
与
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の

え
を
、
第
二
項
の
二
番
目
の
こ

と
が
ら
と
し
て
と
り
あ
げ
て
お
い
た
。

第
三
項
で
は
三
点
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
す
べ
て
こ
の

如
来
蔵
に
よ
る

と
い
う
生
死
の
本
質
論
に
か
か
わ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
点
は
、

涅
槃
経

に
よ
る
も
の
で
、
生
死
の
本
際
は
無
明
と
有
愛
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
道
（
仏
性
）
に
よ
っ
て
破
せ
ら
れ
る
も

の
と
い
う

え
を
紹
介
し
て
い
る
。
常
識
的
な
苦
の
本
質
た
る
無
明
と
有
愛
、
こ
の
否
定
を
仏
性
（
中
道
）
の
存
在
で
語
っ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
こ
の

如
来
蔵
に
よ
る

と
い
う
内
容
に
か
か
わ
る
と

え
た
た
め
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
れ
で
、
生
死
を
仮
の
も
の
と

え
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

第
二
の
点
は
、

宝
性
論

に
お
け
る
も
の
で
、
不
浄
時
の
衆
生
（
凡
夫
）
の
生
死
と
不
生
不
滅
の
本
質
と
を
い
う
記
述
を
問
題
に
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
生
死
が
表
面
的
な
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
お
お
も
と
に
あ
る

仏
性

や

自
性
清
浄
心

の

す
が
た
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
お
も
と
の
法
界
た
る
如
来
蔵
が
不
生
不
滅
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
生
死
は

世
間
言
説

（
世
諦
）
に
す
ぎ
な
い
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
の
引
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

最
後
の
第
三
の
点
は
、
仏
道
修
行
中
の
菩
薩
が
、
生
死
苦
を
厭
離
し
て
修
行
す
る
あ
り
方
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

宝
性
論

仏
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性
論

と

大
乗
起
信
論

の
三
論
に
お
け
る
修
行
の
様
子
を

察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

如
来
蔵
に
よ
る

こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

生
死
の
世
界
か
ら
離
脱
で
き
る
と

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。
と
く
に

大
乗
起
信
論

で
は
、
こ
の
如
来
蔵
か
ら

の
は
た
ら
き
か
け
が

習

と
い
う
特
殊
な
用
語
で
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん

習
の
う
ち
の

浄
法

習

の
方

を
い
う
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
興
味
深
い
観
念
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
第
三
項
は
、
生
死
は
如
来
蔵
に
よ
っ
て
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
か
け
を
受
け
て
、
生
死
を
厭
離
し
て
仏
道
修
行
に

励
む
場
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
、
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
生
死
の
本
質
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
四
項
は
、
菩
薩
の
利
他
活
動
と
い
う
か
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
教
化
す
る
す
が
た
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

宝
性

論

仏
性
論

大
乗
起
信
論

の
三
論
に
、
同
様
の
観
念
に
も
と
づ
く
記
述
が
見
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

宝

性
論

で
は
浄
不
浄
時
の
衆
生
、
す
な
わ
ち
菩
薩
に
つ
い
て
い
う
と
こ
ろ
。

仏
性
論

は
、

顕
果
品

に
出
て
い
る
も
の
で
、
右
の
本

文
中
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
仏
の
功
徳
に
つ
い
て
い
う
も
の
と
理
解
で
き
る
。

大
乗
起
信
論

は
、
信
成
就
発
心
を
し
た
菩
薩
に
つ
い

て
語
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
高
い
境
地
の
菩
薩
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
菩
薩
で
あ
る
と
の
自
覚
を
も
っ
て
仏
道
修
行
中
の
菩
薩
の

行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

無
住
処
涅
槃

と
あ
っ
さ
り
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
、
無

住
処
涅
槃
的
な
あ
り
方
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衆
生
を
教
化
す
る
場
は
、
生
死
の
世
界
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
菩
薩
は
願
っ
て
生
死
の
世
界
に
立
ち
現
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
に
、
生
死
・
世
間
に
流
さ
れ
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
仏
ま
た
は
高
位
の
菩
薩
が
生
死
に
染

せ
ら
れ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
い
う
あ
り
方
か
ら
、
論
者
は
、
生
死
に
生
き
て
生
死
に
流
さ
れ
な
い
生
き
方
と
い
う
も
の
を
、
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読
み
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
死
の
あ
り
方
を
正
し
く
見
つ
め
て
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
本
学

会
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

え
た
か
ら
で
あ
る
。
生
死
と
い
う
も
の
を
正
し
く
見
つ
め
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
と
す
る

な
ら
、
そ
の
位
置
づ
け
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
こ
の
無
住
処
の
あ
り
方
を

え
て
み
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
つ
た
な
い

察
に
お
い
て
、
た
だ
一
点
、

死
者
謂
根
壊
生
者
新
諸
根
起

と
い
っ
た
生
死
に
関
す
る
肉
体
的
な
表
現
が
認
め
ら

れ
た
が
、
他
は
す
べ
て
、
生
死
を
人
間
の
認
識
的
あ
り
方
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
が
如
来
蔵
仏
教
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
一
つ
の
典
型

例
と
し
て

大
乗
起
信
論

の
い
う
不
覚
の
具
体
相
（
こ
れ
も
あ
る
意
味
で
生
死
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
）
を
取
り
あ
げ
た
の
が
第
五
項
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
三
細
・
六
麁
説
、
あ
る
い
は
阿
梨
耶
識
に
も
と
づ
く
業
転
現
等
の
五
識
説
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
迷
い
す
な
わ
ち
生
死
と
は
、
こ
こ
ろ
の
虚
妄
・
妄
念
の
活
動
相
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
転
換
す
れ

ば
新
た
な
別
の
地
平
が
開
け
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
生
死
に
あ
っ
て
生
死
に
染
ま
ら
な
い
あ
り
方
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
生
死
を
め
ぐ
っ
て
の
い
さ
さ
か
煩
雑
な

察
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
生
命
と
か
生
命
の
本
質
と
か
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
は
、
何
の
言
及
も
な
し
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
生
命
の
尊
厳
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
と
さ
ら
の
論
及
を
示
す
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
点
、
ま
っ
た
く
焦
点
の
ず
れ
た
発
表
で
あ
っ
た
か
と
、
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
る
。
が
、
仏
教
が
出
世
間
を
標

し
て
い
る

か
ぎ
り
、
単
純
に
生
死
・
生
命
を
肯
定
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
一
回
か
ぎ
り
の
生
を
大
切
に
、
と
い
っ
た
認
め
方
、

と
ら
え
方
も
し
な
い
は
ず
で
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
諸
点
を

え
る
の
も
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
な
い
は
ず
と
思
っ
て
も
い
る
。

と
に
か
く
、
生
死
は
断
ず
べ
き
も
の
、
厭
い
離
れ
よ
う
と
思
っ
て
理
想
の
あ
り
方
に
邁
進
す
る
場
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
生
死
を
活
動
の
場
と
し
て
、
生
死
に
流
さ
れ
な
い
で
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
状
態
が
十
分
に
得
ら
れ
た
な
ら
、
生
死
を
脱
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す
る
こ
と
で
あ
る
し
生
死
を
転
換
し
た
理
想
的
状
態
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
如
来
蔵
仏
教
の
生
死
を
め
ぐ
る

察
に

よ
っ
て
、
論
者
は
、
こ
の
程
度
の
結
論
を
得
た
次
第
で
あ
る
。

註１

察
対
象
を
こ
れ
だ
け
に
し
ぼ
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
論
者
の
能
力
の
都
合
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
論
者
が
責
任
を
も
っ
て
論
及
で
き

る
の
は
こ
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２

こ
の

涅
槃
経

も
、
い
ま
は

察
の
た
め
の
時
間
不
足
、
準
備
不
足
と
い
う
理
由
で
、
曇
無

訳

大
般
涅
槃
経

（
四
〇
巻
、
大
正

三
五
三
番
、
い
わ
ゆ
る
北
本
涅
槃
経
）
だ
け
に
限
っ
て
い
る
。

３

大
正
三
一
・
八
三
九
中
の
記
述
を
見
よ
。

４

宝
性
論

は
、
こ
こ
の
議
論
に
お
い
て
、
不
浄
時
・
浄
不
浄
時
・
善
浄
時
の
三
時
を
語
り
、
こ
の
時
に
よ
る
差
別
の
三
種
の
人
を
ま
た
、

衆
生
・
菩
薩
・
仏
（
あ
る
い
は
凡
夫
・
聖
人
・
諸
仏
如
来
）
と
呼
び
、
こ
れ
ら
三
時
に
よ
っ
て
そ
の
表
面
的
な
差
異
と
、

如
来
の
法
性
は

一
切
処
に
遍
至
し
て
染
浄
時
に
依
っ
て
も
不
変
不
異
な
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
（
大
正
三
一
・
八
三
二
中
）。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
性

が
、
い
か
な
る
時
に
お
い
て
も
不
変
不
異
、
不
生
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

５

大
正
三
一
・
八
三
三
中
に
、

是
故
聖
者
勝
鬘
経
言
、
世
尊
生
死
者
依
世
諦
故
説
有
生
死
、
世
尊
死
者
諸
根
壊
世
尊
生
者
新
諸
根
起

と

あ
る
。

６

習
に
つ
い
て
は
、
唯
識
説
に
お
け
る
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
幾
分
か
異
な
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
も
の
が
対
象
に
は
た
ら
き
か
け
て
あ
る
特
殊
な
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
、
第
六
項
の

ま
と
め

に
も
少
し
ば
か
り

説
明
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
悪
い
結
果
を
引
き
起
こ
す

染
法

習

と
、
反
対
に
よ
い
結
果
を
生
じ
さ
せ
る

浄
法

習

と
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
本
文
に
出
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
う
ち
の
浄
法

習
の
例
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
、
大
正
三
二
・
五
七
八
上
〜
五

七
九
上
を
参
照
の
こ
と
。

７

大
正
三
一
・
八
三
四
中
〜
下
。

８

信
成
就
発
心
と
は
、

謂
依
不
定
聚
衆
生
有

習
善
根
力
故
信
業
果
報
能
起
十
善
厭
生
死
苦
欲
求
無
上
菩
提
得
値
諸
仏
親
承
供
養
修
行
信
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心
経
一
万
劫
信
心
成
就

（
大
正
三
二
・
五
八
〇
中
）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
道
修
行
の
初
歩
の
段
階
で
起
こ
す
発
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
菩
薩
は
正
定
聚
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
修
行
途
上
の
存
在
で
あ
る
。

９

十
種
の
利
益
を
あ
げ
て
お
け
ば
、
①

常
為
十
方
諸
仏
菩
薩
之
所
護
念

、
②

不
為
諸
魔
悪
鬼
所
能
恐
怖

、
③

不
為
九
十
五
種
外
道

鬼
神
之
所
惑
乱

、
④

遠
離
誹
謗
甚
深
之
法
重
罪
業
障
漸
漸
微
薄

、
⑤

滅
一
切
疑
諸
悪
覚
観

、
⑥

於
如
来
境
界
信
得
増
長

、
⑦

遠
離
憂
悔
於
生
死
中
勇
猛
不
怯

、
⑧

其
心
柔
和
捨
於

慢
不
為
他
人
所
悩

、
⑨

雖
未
得
定
於
一
切
時
一
切
境
界
処
則
能
減
損
煩

悩
不
楽
世
間

、
⑩

若
得
三
昧
不
為
外
縁
一
切
音
声
之
所
驚
動

で
あ
る
。
大
正
三
二
・
五
八
二
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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